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株式会社グラッドキューブ 

2025年12⽉期 通期決算説明動画書き起こしレポート 

動画撮影⽇：2026年2⽉13⽇ 

 

登壇者：代表取締役 CEO ⾦島 弘樹 

※本説明会動画において、⽣成 AI を使った実写版の動画を使⽤しております。 
 
 
 
 
2026年2⽉13⽇に発表された、株式会社グラッドキューブ2025年12⽉期 通期決算説明動画
の内容を書き起こしでお伝えします。 



 

 

 

証券コード9561、株式会社グラッドキューブ、代表取締役CEOの金島弘樹です。 

これより、2025年12月期 通期、株式会社グラッドキューブ決算補足説明を行います。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

それでは、決算概要です。 

2025年12月期における、個別の決算概要をまずお伝えいたします。 

売上高は17億7千2百万円、通期予想比率は進捗率99%と概ね達成いたしました。DX開発案件における

期初原価見積もりの乖離が一部利益を圧迫し、売上総利益の予算達成への課題となったものの、マーケ

ティングDX事業の広告手数料が大きく進捗し、事業全体の売上を強力に牽引しております。また、積極



 

的に販管費の削減に取り組んだことにより、営業損失、経常損益、当期純損益が予算より大きく、改善い

たしました。 

 

本ページより、2025年12月期 通期の連結決算概要についてご説明いたします。 当連結会計年度より、

米国子会社「SPAIA, Inc.」を含む連結財務諸表を作成しているため、前事業年度の個別数値と比較して

ご説明します。 

2025年12月期の通期売上高は17億5千5百万円となり、前年比プラス12.6％と成長曲線を維持して着地

いたしました。 全体進捗率は、通期予想に対して98％と、概ね計画通りに推移いたしました。 

利益面につきましては、先程の理由と同じですが、販管費の削減等により、営業損失はマイナス3千3百

万円となりました。これは前年同期と比較して、2億3千3百万円の大幅な改善となります。 



 

 
こちらが詳細となります。米国子会社「SPAIA, Inc.」との連結は2025年12月期からのため、2024年12月期

は単体決算との比較となります。また、SPAIA, Inc.に関しましてはシステム開発に注力しており、投資が

先行しております。 

 

こちらは四半期ごとの売上高と営業利益の推移です。 マーケティングDX事業、テクノロジー事業ともに、

第4四半期においてもしっかりと売上を積み上げました。 特に営業損失に関しては、営業損失マイナス8

千3百万円から営業利益4千7百万円へと黒字転換いたしました。収益性の正常化に向けて大きく前進し

ております。 



 

 
 セグメント別の売上進捗状況です。 マーケティングDX事業は、累計売上高14億9千6百万円で、計画比

プラス6.3％と目標を超過達成いたしました。広告手数料やSaaS利用料が好調で、全社売上を強力に牽

引しております。 

一方、テクノロジー事業は、累計売上高2億5千9百万円で、計画比マイナス28.0％となりました。こちらは

DX開発における原価発生が利益を圧迫したことが主な要因ですが、現在は管理体制を強化し、収益性

の早期改善に注力しております。 

 

事業別の売上構成比です。 通期累計で、マーケティングDX事業が全体の84.3％、テクノロジー事業が1

5.7％を占めております。 なお、SPAIA, Inc.の業績もこのテクノロジー事業セグメントに含まれておりま

す。 



 

費用構成の推移についてご説明します。 全体費用は前年同期比で6.3％減少しました。 主な要因とし

て、人材への選択と集中を進めたことで人件費・採用費が7.9％減少しました。 一方で、外注費はSPAIA, 

Inc.の開発開始等の影響で増加しておりますが、売上の増加と費用全体の減少により、営業損失額は大

きく改善いたしました。 

事業概要および事業領域についてです。 

当社が提供しているサービスおよびプロダクトの全体像をご説明します。まず、プロモーション統括本部

のマーケティングDX事業では、ネット広告とSaaSを中心に事業を展開しています。これまで当社が培って

きたマーケティングのノウハウは、教育領域のサービスとしても活用しています。主な収益源はネット広告

の運用手数料に加え、SaaS領域ではSiTestを軸としたツール利用料および関連する周辺サービスです。 

次に、イノベーション統括本部のテクノロジー事業では、受託開発に加えてAI関連の自社プロダクトを展

開しています。また、スポーツテック領域ではSPAIAを運営しています。SPAIAの主な収益源は、有料会



 

員によるサブスクリプション収入と、予想解析データのウィジェット提供などです。 

このように当社は、マーケティングDXとテクノロジーの両領域において、複数の収益基盤を持つ事業ポ

ートフォリオを構築しています。 

 

それでは、事業別決算ハイライト、まずはマーケティングDX事業です。 

「SiTest（サイテスト）」を中心としたSaaS事業、ネット広告事業、人材支援事業で構成されています。 市場

評価の高い広告運用力とアクセス解析力を強みに、AIによる自動提案機能なども拡充し、顧客体験（C

X）改善プラットフォームとして展開しております。 

マーケティングDX事業の業績です。 売上高はSaaSの新規プロダクトや新機能、ネット広告が好調に推移

し、過去最高を更新いたしました。  



 

KPIにつきましても、SaaSとネット広告を合わせた平均稼働アカウント数は安定しており、新機能の追加な

どによりARPU（1ユーザーあたりの平均売上）も向上しております。 また、SiTestの解約率は2.2％と低水

準を維持しており、カスタマーサクセスの強化が奏功しております。 

次にテクノロジー事業の決算ハイライトです。 

 スポーツメディア「SPAIA（スパイア）」の運営や、AIを用いたプロダクト展開、受託開発を行っております。 

また、2025年12月期より連結となった米国子会社SPAIA, Inc.との連携や、AIアバター動画制作「AvaTwi

n（アバツイン）」、Alibaba Cloudとの連携など、先端技術を活用した事業を展開しております。 



 

テクノロジー事業の業績です。 第4四半期に米国子会社SPAIA, Inc.からの開発受注や、スポーツナビへ

の「SPAIA地方競馬」API提供などが寄与し、売上が伸長しました。  

SPAIAのKPI推移です。 SPAIA全体の登録会員数は、前年同期比プラス1万4千人の15万2千人となり順

調に推移いたしました。 「SPAIA競馬」においては、無料会員から有料会員への転換率が20％以上と非

常に高い水準を維持しております。 スポーツナビや日本テレビ「Going! Sports＆News」へのデータ提供

など、メディア連携も順調に拡大しております。 



 

成長戦略及び中期成長イメージです。 

今後の成長戦略につきましては、本日別途開示しております「事業計画及び成長可能性に関する事項」

にて詳細をご説明しておりますので、そちらをぜひご覧くださいますようお願いいたします。 

 
Appendixです。 

財務状況につきましてはP/L、 



 

 

 

B/Sともに資料に記載の通りです。 

 

 

2025年12月末時点の従業員数は121名となり、筋肉質な組織体制へと移行しました。  



 

ESGへの取り組みとして、女性管理職比率の向上や、大阪市女性活躍リーディングカンパニーとしての

認定など、多様な人材が活躍できる環境づくりを推進しております。 

免責事項につきましては記載の通りでございますので、ご確認くださいますようお願いいたします。 

以上をもちまして、2025年12月期 通期 株式会社グラッドキューブ決算補足説明を終了させていただきま

す。ありがとうございました。 

 


